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「
孫
卿
賦
」
初
探
：「
屈
原
賦
」
と
の
関
連
を
手
掛
か
り
に

三
五

問
題
の
所
在

　
『
漢
書
』
巻
三
十
「
藝
文
志
第
十
」
詩
賦
略
（
以
下
「
詩
賦
略
」

と
す
る
）
に
、
次
の
言
説
が
あ
る
。

春
秋
之
後
、
周
道
𥧲𥧲
壞
、
聘
問
歌
詠
不
レ
行
二
於
列
國
一
、
學
レ

詩
之
士
逸
在
二
布
衣
一
、
而
賢
人
失
志
之
賦
作
矣
。
大
儒
孫
卿

及
楚
臣
屈
原
離
レ
讒
憂
レ
國
、
皆
作
レ
賦
以
風（

１
）。

（
傍
線
部
筆
者
附
、
以
下
同
じ
）

　

右
の
言
説
に
よ
れ
ば
、
孫
卿
（
荀
子
）
も
ま
た
、
屈
原
と
並
ん
で

「
賢
人
失
志
之
賦
」の
担
い
手
で
あ
っ
た
。両
者
の
作
品
に
つ
い
て
は
、

同
書
に
「
屈
原
賦
二
十
五
篇
」「
孫
卿
賦
十
篇
」
と
記
録
さ
れ
る
。

な
お
「
孫
卿
賦
」
は
、今
日
で
は
『
荀
子
』「
賦
篇
」（
以
下
「
賦
篇
」

「
孫
卿
賦
」
初
探
：「
屈
原
賦
」
と
の
関
連
を
手
掛
か
り
に

中　

山　

ひ　

か　

り

と
す
る
）
に
僅
か
な
が
ら
録
さ
れ
る
。

　

な
ら
ば
、「
孫
卿
賦
」
も
ま
た
、「
屈
原
賦
」
す
な
わ
ち
「
楚
辭
」

と
同
様
に
古
代
中
国
に
お
け
る
韻
文
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
爲

に
は
論
究
を
避
け
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、『
荀
子
』

「
賦
篇
」
に
関
す
る
論
究
は
、
管
見
の
限
り
未
だ
十
全
で
は
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
孫
卿
賦
」
の
意
義
に
対
す
る
考
察
の
第
一

歩
と
し
て
、「
賦
篇
」
及
び
「
成
相
篇
」
を
題
材
に
採
る
。
そ
の
上
で
、

「
孫
卿
賦
」
の
持
つ
特
質
に
つ
い
て
ま
ず
基
礎
的
な
要
素
を
整
理
し
、

そ
の
上
で
「
屈
原
賦
」
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

先
行
研
究
概
観

　
「
孫
卿
賦
」
に
関
す
る
研
究
成
果
は
、
我
が
国
で
は
僅
か
に
安
部

成
得
氏
「
荀
子
の
賦
に
就
い
て）

（
（

」
が
認
め
ら
れ
る
。
氏）

（
（

は
、「
賦
篇
」



三
六

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
五
輯

及
び
「
成
相
篇
」
の
様
相
に
つ
い
て
、
諸
家
の
説
を
引
用
の
上
ま
と

め
て
お
ら
れ
る
。
中
国
で
は
、
主
と
し
て
制
作
時
期）

（
（

や
制
作
者
に
関

す
る
検
討）

（
（

が
あ
る
。
な
お
特
に
本
稿
と
同
様
の
視
点
に
立
つ
先
行
研

究
に
は
、
李
金
锡锡
氏
『
屈
荀
辞
赋
论
赋
论
稿（
６
）』
に
体
系
的
な
論
及
が
あ
る

他
、
侯
文
华华
氏
の
「《
荀
子
・
赋赋
篇
》
与
楚
国
巫
祭
仪仪
式
关
系
考
论论
（
７
）」

が
あ
る
。

　

こ
の
類
の
研
究
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
賦
篇
」
研
究
の
発
展
に

お
い
て
価
値
な
し
と
は
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
「
賦
篇
」

が
後
人
の
擬
作
だ
と
し
て
、
あ
る
い
は
制
作
時
期
が
異
な
っ
た
と
し

て
、
作
品
自
体
の
価
値
及
び
作
品
を
支
え
た
発
想
に
つ
い
て
考
察
す

る
意
義
が
消
失
す
る
と
も
考
え
難
い
。
本
稿
の
主
問
題
で
あ
る「「
孫

卿
賦
」
の
特
質
」
に
照
ら
せ
ば
、
先
掲
の
事
柄
よ
り
も
む
し
ろ
、
朱

熹
を
始
め
と
す
る
先
人
た
ち
が
孫
卿
の
作
と
見
做
し
た
点
を
こ
そ
考

慮
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

　

従
っ
て
本
稿
で
は
「
孫
卿
賦
」
を
ひ
と
ま
ず
孫
卿
（
荀
子
）
の
作

と
す
る
立
場
を
採
り
、
制
作
時
期
や
制
作
者
と
い
っ
た
事
柄
に
は
深

く
は
言
及
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

　

以
上
が
先
行
研
究
概
観
で
あ
る
。
次
項
で
は
、
作
品
検
討
に
入
る

前
に
「
賦
篇
」
の
概
要
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

「
孫
卿
賦
」
及
び
『
荀
子
』「
賦
篇
」
概
要

　
「
賦
篇
」は
、孫
卿
が
賦
し
た
と
す
る
作
品
を
収
録
し
た
篇
で
あ
る
。

今
日
見
ら
れ
る
「
賦
篇
」
に
は
禮
・
知
・
雲
・
蠶
（
蚕
）・
箴
の
五

賦
が
録
さ
れ
、
巻
末
に
「
佹
詩
」
が
附
さ
れ
る
。

　

ま
た
現
在
の
『
荀
子
』
は
、
後
人
の
手
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
と

す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
、

漢
志
儒
家
、
載
二
荀
卿
三
十
三
篇
一
。
…
…
題
曰
、
新
書
唐
楊

倞
分
二
易
舊
第
一
、
編
爲
二
二
十
卷
一
、
復
爲
二
之
註
一
、
更
名
二

荀
子
一
。
卽
今
本
也
。
考
二
劉
向
序
錄
一
、
卿
以
二
齊
宣
王
一
、
來

游
二
稷
下
一
。
後
仕
レ
楚
。
春
申
君
死
而
卿
廢
。

　

と
あ
る
の
が
そ
の
証
左
で
あ
る
。「
賦
篇
」
と
て
例
外
で
は
な
か

ろ
う
。
ま
た
「
賦
篇
」
篇
題
注
（
楊
倞
注
）
に
も
、

所
レ
賦
之
事
、
皆
生
人
所
レ
切
、
而
時
多
不
レ
知
、
故
特
示
レ
之
。

或
曰
、
荀
卿
所
レ
賦
甚
多
。
今
存
者
唯
此
言
也（
８
）。

　

と
あ
る
。「
賦
篇
」
の
扱
い
に
関
し
て
は
、
ひ
と
ま
ず
右
の
二
説

に
従
い
、
も
と
は
こ
の
外
に
も
多
数
あ
っ
た
荀
子
の
作
が
後
人
に



「
孫
卿
賦
」
初
探
：「
屈
原
賦
」
と
の
関
連
を
手
掛
か
り
に

三
七

よ
っ
て
一
部
残
さ
れ
た
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
「
詩
賦
略
」
に
は
「
孫
卿
賦
十
篇（
９
）」
と
あ
り
、
今
日
に
至
る

ま
で
少
な
く
と
も
半
数
は
亡
失
し
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
「
賦

篇
」
採
録
の
五
篇
以
外
に
「
十
篇
」
が
存
在
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
現
時
点
で
確
認
す
る
手
段
は
無
い
。

　

こ
こ
で
特
に
言
及
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
孫
卿
賦
十
篇
」
の
位

置
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
詩
賦
略
」
に
は
「
大
儒
孫
卿

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
孫
卿
賦
十
篇
」は
第
三
類
の
筆
頭
に
置
か
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
先
掲
安
部
氏
は
「
漢
代
に
在
つ
て
は
荀
賦
は
屈
辞
と

対
等
に
取
り
扱
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
解
る
」
と
す
る
。
順
序
の
み
を

及
楚
臣
屈
原
離
讒
憂
國
、
皆
作
賦
以
風
」
と
の
言
及
が
あ
る
。
こ
こ

か
ら
は
、
屈
原
と
孫
卿
は
同
系
列
の
賦
の
担
い
手
で
あ
っ
た
と
す
る

見
方
が
読
み
取
れ
る
。
た
だ
し
各
作
品
の
配
列
を
鑑
み
れ
ば
、
そ
の

様
相
は
些
か
複
雑
さ
を
帯
び
る
。

　

詩
賦
略
は
賦
を
四
類
に
分
け
る
。
各
分
類
を
一
部
参
照
す
る
と
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
屈
原
賦
二
十
五
篇

唐
勒
賦
四
篇

宋
玉
賦
十
六
篇

趙
幽
王
賦
一
篇

莊
夫
子
賦
二
十
四
篇

賈
誼
賦
七
篇

枚
乗
賦
九
篇

司
馬
相
如
賦
二
十
九
篇

淮
南
王
賦
八
十
二
篇

…
…

右
賦
二
十
家
三
百
六
十
一
篇

⑵
陸
賈
賦
三
篇

枚
臯
賦
百
二
十
篇

朱
建
賦
二
篇

…
…

揚
雄
賦
十
二
篇

…
…

右
賦
二
十
一
家
二
百
七
十
四
篇

⑶
孫
卿
賦
十
篇

秦
時
雜
賦
九
篇

李
思
孝
景
皇
帝
頌
十
五
篇

廣
川
惠
王
越
賦
五
篇

長
沙
王
羣
臣
賦
三
篇

…
…

右
賦
二
十
五
家
百
三
十
六
篇

⑷
客
主
賦
十
八
篇

雜
行
出
及
頌
徳
賦
二
十
四
篇

雜
四
夷
及
兵
賦
二
十
篇

…
…

成
相
雜
辭
十
一
篇

隱
書
十
八
篇

右
雜
賦
十
二
家
二
百
三
十
三
篇

（

内
数
字
筆
者
附）
（1
（

）

鑑
み
れ
ば
、
そ
う
し
た
見
方
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本

稿
の
問
題
設
定
に
お
い
て
は
、「
屈
原
賦
二
十
五
篇
」
の
置
か
れ
る

第
一
類
に
は
置
か
れ
て
い
な
い
点
に
こ
そ
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。



三
八

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
五
輯

第
一
類
に
は
、
唐
勒
や
宋
玉
そ
し
て
賈
誼
ら
屈
原
に
心
寄
せ
た
辞
賦

作
家
の
名
が
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
「
孫
卿
賦
十
篇
」
を
別
類
に
置
く

の
は
、
一
見
す
れ
ば
奇
妙
に
も
思
え
る
。

　
「
離
讒
憂
國
、皆
作
賦
以
風
」
と
し
な
が
ら
も
、「
孫
卿
賦
」
を
「
屈

原
賦
」
直
系
の
作
品
と
見
做
さ
な
い
の
は
何
故
か
。
本
文
に
起
因
す

る
と
す
れ
ば
、
形
式
上
の
問
題
か
。
あ
る
い
は
、
大
旨
に
そ
う
し
た

判
断
を
生
む
要
素
が
あ
る
の
か
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
次
項
以

降
に
譲
る
。

　

ま
た
第
四
類
に
「
成
相
雜
辭
十
一
篇
」
と
あ
る
。
孫
卿
に
は
各
賦

の
他
に
韻
文
作
品
「
成
相
」
が
あ
り
、「
賦
篇
」
の
前
に
置
か
れ
る
。

楊
倞
は
、「
成
相
雜
辭
十
一
篇
」
と
「
成
相
篇
」
と
を
同
一
視
し
て

お
り
、
朱
熹
も
『
楚
辭
後
語
』（
以
下
『
後
語
』
と
す
る
）
に
て
こ

の
説
を
採
る
。
し
か
し
今
日
で
は
、『
漢
書
』
及
び
『
史
記
』
に
本

文
の
引
用
が
認
め
ら
れ
な
い
以
上
、
同
定
は
困
難
で
あ
る
。

　

朱
熹
は
『
後
語
』
巻
一
「
成
相
」
に
お
い
て
「
此
篇
在
漢
志
號
成

相
雜
辭
、
凡
三
章
」
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
孫
卿
の
作
と
し
た
上
で

楚
辭
の
系
列
に
取
り
込
む
の
で
あ
る
。
更
に
、『
楚
辭
後
語
』
の
筆

頭
に
「
成
相
」
を
置
く
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
要
素
が
、
斯
様
な
様

相
を
生
む
の
か
。

　

以
上
の
問
題
点
を
踏
ま
え
る
と
、
孫
卿
の
韻
文
作
品
に
お
け
る
特

質
を
考
察
す
る
上
で
は
、
実
は
「
賦
篇
」
よ
り
も
ま
ず
「
成
相
」
に

つ
い
て
言
及
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
従
っ
て
次
項
か
ら
は
、「
孫

卿
賦
」
の
特
質
を
考
察
す
る
た
め
の
一
段
階
と
し
て
「
成
相
」
の
特

質
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

「
成
相
」
に
つ
い
て

　

先
に
挙
げ
た
『
楚
辭
後
語
』
は
、
本
稿
の
主
眼
で
も
あ
る
「「
屈

原
賦
」
と
の
関
連
性
」
を
探
る
上
で
極
め
て
重
要
な
著
作
で
あ
る
。

更
に
言
え
ば
、「
楚
辭
」
に
近
接
し
た
作
品
を
蒐
集
・
考
究
し
た
と

い
う
点
に
お
い
て
、
筆
者
の
問
題
意
識
に
非
常
に
合
致
す
る
。
従
っ

て
、
ま
ず
は
『
楚
辭
後
語
』
を
用
い
て
「
成
相
」
の
特
質
に
つ
い
て

確
認
し
た
い
。

　
『
楚
辭
後
語
』
巻
一
「
成
相
第
一
」

成
相
者
、
楚
蘭
陵
令
荀
卿
子
之
所
作
也
。
…
…

此
篇
在
二
漢
志
一
號
二
成
相
雜
辭
一
、
凡
三
章
。
雜
陳
二
古
今
治
亂

興
亡
之
効
一
、
託
二
聲
詩
一
以
風
二
時
君
一
。
若
レ
將
下
以
爲
二
工
師

之
誦
、
旅
賁
之
規
一
者
上
。
其
尊
レ
主
愛
レ
民
之
意
、
亦
深
切
矣
。

相
者
、
助
也
。
舉
重
二
勸
力
一
之
歌
。
史
所
謂
五
羖
大
夫
死
、

而
舂
者
不
二
相
杵
一
、
是
也
。

卿
非
屈
原
之
徒
、
故
劉
向
・
王
逸
不
レ
録
二
其
篇
一
。
今
以
二
其



「
孫
卿
賦
」
初
探
：「
屈
原
賦
」
と
の
関
連
を
手
掛
か
り
に

三
九

詞
一
亦
託
二
於
楚
一
而
作
、
又
頗
有
レ
補
二
於
治
道
一
、
故
録
以
附

焉）
（（
（

。

　

朱
熹
は
「
成
相
」
の
大
旨
を
、「
託
聲
詩
以
風
時
君
」
と
す
る
。

先
掲
「
詩
賦
略
」
に
も
「
離
讒
憂
國
、
皆
作
賦
以
風
」
と
あ
る
。
孫

卿
の
韻
文
作
品
に
お
け
る
内
容
的
特
質
を
確
認
す
る
上
で
は
、「
風
」

を
一
つ
の
指
標
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
言
え
ば
、
こ
こ
で
の

「
風
」
は
、「
以
其
詞
亦
託
於
楚
而
作
、
又
頗
有
補
於
治
道
」
と
あ
る

通
り
、「
屈
原
賦
」と
共
通
す
る
作
品
制
作
の
動
機
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

関
連
す
る
朱
熹
の
言
説
と
し
て
は
、『
楚
辭
辨
證
』
に
次
の
通
り

見
え
る
。

　
『
楚
辭
後
語
』
序

若
二
其
義
一
、
則
首
篇
所
レ
著
荀
卿
子
之
言
、
指
意
深
切
、
詞
調

鏗
鏘
、
君
人
者
誠
能
使
二
人
朝
夕
諷
誦
一
、
不
レ
離
二
於
其
側

一）
（1
（

。

　
『
楚
辭
辨
證
』
辨
證
下
「
晁
録）
（1
（

」

此
外
晁
氏
所
レ
取
、如
二
荀
卿
子
諸
賦
一
、皆
髙
古
。
而
成
相
之
篇
、

本
擬
二
惜
誦
箴
諫
之
詞
一
、
其
言
姦
臣
蔽
レ
主
擅
レ
權
、
馴
致
二
移

國
之
禍
一
。
千
古
一
轍
、
可
レ
為
二
流
涕）

（1
（

一
。

　

右
記
か
ら
は
、孫
卿
の
韻
文
作
品
の
中
で
も
「
成
相
」
こ
そ
が
「
惜

誦
箴
諫
之
詞
」に
擬
え
た
作
で
あ
る
と
の
見
方
が
看
取
出
来
る
。「
惜

誦
箴
諫
之
詞
」
は
、「
姦
臣
蔽
主
擅
權
」
と
い
う
記
述
か
ら
し
て
、

先
の
「
風
時
君
」
に
類
似
し
た
精
神
に
基
づ
く
詞
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、朱
熹
の
「
成
相
」
に
関
す
る
言
説
を
確
認
し
た
。
次
に
、「
成

相
」
の
題
意
に
つ
い
て
、
原
文
及
び
『
荀
子
』「
成
相
篇
」
各
注
を

適
宜
挙
げ
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
「
成
相
」
と
い
う
題
は
、
楊
倞
に
よ
れ
ば
「
成
功
在
相
」
の
意
か

ら
採
ら
れ
た
と
す
る
。
次
に
言
及
箇
所
を
引
用
す
る
。

以
二
初
發
語
一
名
レ
篇
、
襍
二
論
君
臣
治
亂
之
事
一
、
以
自
見
二
其

意
一
。
故
下
云
、
託
二
於
成
相
一
以
喻喻
レ
意
。
漢
書
藝
文
志
謂
二
之

成
相
雜
辭
一
、
蓋
亦
賦
之
流
也
。
或
曰
、
成
レ
功
在
レ
相
、
故

作
二
成
相
三
章
一
。
舊
第
八
、
今
以
二
是
荀
卿
雜
語
一
故
降
在
レ

下）
（1
（

。

　

盧
文
弨
は
こ
れ
に
反
駁
し
、
次
の
説
を
示
す
。

成
相
之
義
、
非
謂
成
レ
功
在
レ
相
也
。
篇
内
但
以
二
國
君
之
愚
闇

爲
レ
戒
耳
。
禮
記
曰
、
治
レ
亂
以
レ
相
、
相
乃
樂
器
、
所
謂
舂
牘
。

又
古
者
瞽
必
有
レ
相）
（1
（

。
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「
舂
牘
」
は
、
舂う
す
づく
様
に
し
て
楽
節
を
取
る
打
楽
器
の
類
を
指
す

よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
相
」
と
は
、「
宰
相
」
の
よ
う
な
身
分

や
「
相た
す

け
」
と
い
っ
た
行
動
を
指
す
の
で
は
な
く
、
楽
器
あ
る
い
は

楽
曲
を
指
す
。
こ
の
説
は
、
先
掲
朱
熹
が
引
く
所
の
『
史
記
』「
史

所
謂
五
羖
大
夫
死
、
而
舂
者
不
相
杵
」
と
合
致
す
る
。
阿
部
氏
も
指

摘
す
る
通
り
、
盧
文
弨
説
は
優
れ
た
説
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
筆
者

は
、「
成
相
」
の
題
意
に
つ
い
て
盧
文
弨
説
を
採
り
た
い
。

　

な
お
「
成
相
」
は
、
全
三
章
か
ら
な
る
。
各
章
の
主
題
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

（
第
一
章
）　

請
成
相
、
世
之
殃　

国
が
直
面
し
つ
つ
あ
る
世
の
大

罪
に
つ
い
て

（
第
二
章
）　

請
成
相
、
道
聖
王　

聖
人
と
聖
王
の
事
績
に
つ
い
て

（
第
三
章
）　

請
成
相
、
言
治
方　

君
主
が
行
う
べ
き
統
治
の
方
法

に
つ
い
て

　

続
い
て
、「
成
相
」
の
形
式
上
の
特
徴
を
、
原
文
及
び
関
連
す
る

記
述
を
挙
げ
な
が
ら
検
討
す
る
。

　

結
論
を
先
走
っ
て
言
っ
て
し
ま
え
ば
、「
成
相
」
の
形
式
は
、「
屈

原
賦
」
に
類
似
し
た
点
は
さ
ほ
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
第
一
に
、作
中
に
お
い
て
一
貫
し
て
「
兮
」
字
（
あ
る
い
は
音
）

を
用
い
て
い
な
い
。
ま
た
、「
招
魂
」
に
見
え
る
「
只
」
字
（
音
）

も
見
え
な
い
、
な
お
「
佹
詩
」
も
同
様
の
特
徴
を
持
つ）
（1
（

。

　

第
二
に
、句
型
も
「
屈
原
賦
」
に
忠
実
に
擬
え
た
と
は
言
え
な
い
。

こ
の
点
冒
頭
部
を
用
い
て
確
認
し
た
い
。

請
成
相
、
世
之
殃
、
愚
闇
愚
闇
墮
賢
良
。

　

請
ふ
成き
ね

相う
た

せ
ん
、
世
の
殃
わ
ざ
わ
いは

、

　

愚
闇
愚
闇
の
賢
良
を
墮
る
な
り
。

人
主
無
賢
、
如
瞽
無
相
何
倀
倀
。

　

人
主
に
賢
無
く
ん
ば
、

　

瞽
に
相
無
き
が
如
く
し
て
何
ぞ
倀
倀
た
る
。

請
布
基
、
慎
聖
人
、
愚
而
自
專
事
不
治
。

　

請
ふ
基
を
布
か
ん
、
聖
人
に
慎し
た
がは
ん
、

　

愚
に
し
て
自
ら
專
ら
に
す
れ
ば
事
治
ま
ら
ず
。

主
忌
苟
勝
、
羣
臣
莫
諌
必
逄
災）
（1
（

。

　

主
忌
み
て
苟
く
も
勝
た
ん
と
す
れ
ば
、

　

羣
臣
に
諌
む
る
莫
く
し
て
必
ず
災
に
逄
は
ん
。

　

右
の
よ
う
な
「
三
／
三
／
七
、四
／
七
」
の
句
型
は
、
作
中
に
お

い
て
厳
格
に
守
ら
れ
る
。
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
特
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四
一

徴
は
「
成
相
」
が
明
ら
か
な
韻
文
で
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
句

型
か
ら
し
て
も
、「
成
相
」が
一
定
の
節（
リ
ズ
ム
）を
伴
う
作
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
句
型
は
「
楚
辭
」
の
ど
の
篇
と
も
一
致
し
な
い
。

仮
に
「
兮
」
を
句
同
士
の
間
に
挿
入
し
、「
請
成
相
兮
世
之
殃
」
あ

る
い
は
「
請
成
相
世
之
殃
兮
」
と
す
れ
ば
、
七
字
二
句
の
如
何
に
も

楚
辭
風
の
句
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
方
法
を
試
み
た
と

こ
ろ
で
、
や
は
り
「
四
／
七
」
句
の
ほ
う
は
如
何
と
も
し
難
い
。

　

以
上
の
特
徴
か
ら
は
、
ま
ず
朱
熹
が
「
楚
辭
」
を
淵
源
に
持
つ
作

か
否
か
を
判
断
す
る
際
に
、「
兮
」
字
の
使
用
を
必
ず
し
も
必
須
と

し
な
か
っ
た
と
い
う
姿
勢
が
看
取
出
来
る
。別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、

形
式
上
の
特
徴
の
み
を
し
て
『
楚
辭
後
語
』
収
録
作
の
選
定
を
行
っ

て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、一
体
如
何
な
る
要
素
が
「
成
相
」

を
「
楚
辭
」
の
流
れ
に
位
置
づ
け
る
の
か
と
い
う
と
、
や
は
り
朱
熹

の
読
み
取
っ
た
「
風
時
君
」
と
い
う
制
作
態
度
が
一
つ
の
要
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
。

　

続
い
て
、
内
容
上
の
「
屈
原
賦
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

第
一
に
、「
讒
人
」
に
よ
っ
て
「
賢
能
」
が
「
君
」
か
ら
遠
ざ
け

ら
れ
る
」
と
い
う
内
容
が
う
た
い
込
ま
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

先
掲
「
成
相
」
冒
頭
の
「
世
之
殃
、愚
闇
愚
闇
墮
賢
良
」
か
ら
し
て
、

こ
の
型
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
る
憤
り
が
表
出
し
て
い
る
。
ま
た
「
主

忌
苟
勝
、
羣
臣
莫
諫
必
逄
災
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
諫
」
と
い
う
行

為
が
徒
労
と
な
ら
な
い
よ
う
君
主
に
向
か
っ
て
繰
り
返
し
訴
え
る
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
表
現
で
あ
る
。

論
臣
過
、
反
其
施
。
尊
主
安
國
尚
賢
義
。

　

臣
の
過
ち
を
論
ぜ
ん
に
は
、
其
の
施
ひ
に
反
れ
。

　

主
を
尊
び
て
國
を
安
ん
ぜ
ん
に
は
賢
義
を
尚
べ
。

拒
諫
飾
非
、
愚
而
上
同
國
必
禍
。

　

諫
を
拒
び
非
を
飾
り
、

　

愚
な
る
に
而
も
同
を
上
べ
ば
國
必
ず
禍
ひ
あ
ら
ん
。

主
之
孽
、
讒
人
達
。
賢
能
遁
逃
國
乃
蹷
。

　

主
の
孽
（
ゲ
ツ
、
わ
ざ
わ
い
）
は
、
讒
人
達
す
。

　

賢
能
遁
逃
し
て
國
乃
ち
蹷

く
つ
が
へる

。

愚
以
重
愚
、
闇
以
重
闇
成
為
桀
。

　



愚
以
て
愚
を
重
ね
、
闇
以
て
闇
を
重
ぬ
れ
ば
成
（
つ
ひ
）
に

桀
と
為
ら
ん
。

　

右
の
よ
う
な
内
容
的
特
徴
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
詩
賦
略
」
に

い
う「
賢
人
失
志
之
賦
」の
範
疇
で
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。「
離
騒
」

の
「
不
撫
壯
而
棄
穢
兮
、
何
不
改
此
度
」
等
と
言
う
が
ご
と
き
で
あ

る
。
朱
熹
が
「
託
聲
詩
以
風
時
君
」
と
評
し
た
の
も
得
心
が
い
く
。
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第
二
に
、「
歴
代
の
王
と
先
賢
に
関
す
る
故
事
の
引
用
と
列
挙
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
特
に
第
一
章
・
第
二
章
に
顕
著
で
あ
る
。

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
表
現
で
あ
る
。

請
成
相
、
道
聖
王
、
堯
舜
尚
賢
身
辭
讓
。

　



請
ふ
成
相
せ
ん
、
聖
王
を
道
は
ん
、
堯
と
舜
と
は
賢
を
尚
び

て
身み
ず
から

辭
讓
す
。

許
由
善
巻
、
重
義
輕
利
行
顯
明
。

　



許
由
と
善
巻
と
は
、
義
を
重
ん
じ
利
を
輕
ん
じ
て
行
ひ
顯
明

な
り
。

堯
讓
賢
、
以
為
民
、
汜
利
兼
愛
徳
施
均
。

　



堯
は
賢
に
讓
り
、
以
て
民
の
為
に
し
、
汜
利
兼
愛
し
て
徳
の

施
し
均
し
く
す
。

辨
治
上
下
、
貴
賤
有
等
明
君
臣
。

　



上
下
を
辨
治
し
、
貴
賤
に
等
有
り
て
君
臣
を
明
ら
か
に
す
。

武
王
怒
、
師
牧
野
、
紂
卒
易
鄕
啓
乃
下
。

　



武
王
怒
り
て
、
牧
野
に
師
し
、
紂
の
卒
は
鄕
（
む
き
）
を
易

へ
て
啓
乃
ち
下
れ
り
。

武
王
善
之
、
封
之
於
宋
立
其
祖
。

　



武
王
之
を
善
し
と
し
、
之
を
宋
に
封
じ
て
其
の
祖
を
立
て
し

む
。

世
之
衰
、
讒
人
歸
、
比
干
見
刳
箕
子
累
。

　



世
の
衰
へ
は
、
讒
人
の
歸
し
て
、
比
干
は
刳さ

か
れ
箕
子
は
累と
ら

は
る
。

武
王
誅
之
、
呂
尚
招
麾
殷
民
懐
。

　

武
王
之
を
誅
し
、
呂
尚
招
麾
し
て
殷
民
懐
け
り
。

　

こ
う
し
た
特
質
は
、
中
島
千
秋
氏
が
『
賦
の
成
立
と
展
開）
（1
（

』
一
九

に
お
い
て
、「
賦
」
に
お
け
る
重
要
な
要
素
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
「
敷

陳
」
に
も
通
ず
る
特
質
で
あ
ろ
う
。
な
お
孫
卿
は
、
先
賢
の
一
人
と

し
て
「
孔
子
」
を
挙
げ
、賢
王
と
し
て
荀
子
が
仕
え
た
と
さ
れ
る
「
春

申
君
」
を
挙
げ
る
。
孫
卿
な
ら
で
は
の
表
現
と
言
え
る）
11
（

。

　

こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、「「
讒
人
」
に
よ
る
「
賢
能
」
の
排
斥
」

「
君
が
「
賢
能
」
の
「
諫
」
を
拒
む
」
そ
し
て
「
歴
代
の
王
と
先
賢

に
関
す
る
故
事
の
列
挙
」
と
い
う
特
定
の
内
容
を
、
韻
文
と
し
て
表

現
す
る
と
い
う
事
実
が
確
認
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
「
成
相
」
の

特
質
は
、「
楚
辭
」
作
品
と
り
わ
け
「
離
騒
」
と
共
通
す
る
。

　

た
だ
し
、「
成
相
」
の
淵
源
を
そ
の
ま
ま
「
離
騒
」
に
求
め
よ
う

と
す
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
点
に
お
い
て
障
碍
が
生
じ
る
。
と
い
う
の

も
、
内
容
上
「
離
騒
」
に
あ
っ
て
「
成
相
」
に
は
な
い
要
素
が
い
く

つ
か
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、「
離
騒
」
に
あ
る
よ
う
な
一
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人
称
が
絶
無
で
あ
る
。
自
ら
の
出
自
や
境
遇
を
示
す
表
現
は
も
と
よ

り
、「
余
」
や
「
吾
」
と
い
っ
た
自
己
を
示
す
語
も
ま
た
認
め
ら
れ

な
い
。
更
に
「
離
騒
」
亂
辭
に
あ
る
よ
う
な
、
自
身
に
訪
れ
る
悲
劇

的
結
末
を
予
期
さ
せ
る
よ
う
な
表
現
も
見
ら
れ
な
い
。

　

以
上
の
相
違
点
を
鑑
み
る
と
、
孫
卿
は
「
成
相
」
に
お
い
て
、
あ

く
ま
で
「
風
時
君
」
す
こ
と
に
注
力
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。「
離
騒
」
に
お
け
る
屈
原
の
よ
う
に
自
ら
の
不
遇
を
剥
き
出
し

に
す
る
と
い
う
よ
り
は
、世
を
憂
え
て
憤
り
を
発
し
、不
条
理
を
切
々

と
諫
言
す
る
姿
勢
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

　

本
項
で
は
、「
成
相
」
の
特
質
と
そ
れ
を
支
え
た
発
想
上
の
背
景

に
つ
い
て
、「
屈
原
賦
」を
手
掛
か
り
と
し
て
確
認
し
た
。
次
項
で
は
、

本
項
で
示
し
た
要
素
を
踏
ま
え
、「
賦
篇
」
及
び
「
佹
詩
」
に
見
え

る
特
質
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

「
佹
詩
」
の
特
質

　
「
佹
詩
」
は
、「
成
相
」
と
同
様
に
『
楚
辭
後
語
』
に
録
さ
れ
る
。

序
に
は
、
次
の
通
り
あ
る
。

　

朱
熹
『
楚
辭
後
語
』
巻
一
「
佹
詩
第
二
」

佹
詩
者
、
荀
卿
子
之
所
作
也
。
或
曰
、
荀
卿
既
為
蘭
陵
令
、

…
…
今
荀
子
天
下
賢
士
、
君
何
爲
謝
レ
之
。
春
申
君
又
使
三
人

請
二
荀
子
一
、
荀
子
不
レ
還
。
而
遺
二
之
賦
一
。
蓋
即
此
佹
詩
也
。

然
此
其
說
又
與
レ
前
異
。
未
レ
知
二
其
果
孰
是
一
云）
1（
（

。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
佹
詩
」
は
春
申
君
に
向
け
て
作
ら
れ
た
作
で

あ
る
現
時
点
で
は
、「
佹
詩
」
の
内
容
か
ら
し
て
、
そ
う
し
た
経
緯

の
も
と
に
制
作
さ
れ
た
と
し
て
も
一
応
の
筋
は
通
る
旨
指
摘
す
る
に

留
め
て
お
く
。
な
お
引
用
の
説
は
、『
戦
國
策）
11
（

』
や
『
尚
史）
11
（

』
な
ど

一
部
の
史
書
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
史
書
の
ほ
う
で
は
孫
卿

が
送
っ
た
作
と
し
て
「
佹
詩
」
と
は
別
の
韻
文
が
引
用
さ
れ
る）
11
（

。

　

続
い
て
、「
佹
詩
」
の
形
式
上
及
び
内
容
上
の
特
質
に
つ
い
て
確

認
す
る
。

　

ま
ず
形
式
上
の
特
徴
と
し
て
、
四
字
句
の
使
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
成
相
」
に
増
し
て
、「
屈
原
賦
」
を
忠
実
に
踏
襲
し
た
と
は
言
い
難

い
。

　

内
容
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、「
成
相
」と
類
似
す
る
点
が
多
い
。「
讒

人
」
に
因
る
「
賢
人
失
志
」
と
い
う
内
容
的
類
似
は
、特
に
後
掲
「
小

歌
」
に
明
瞭
に
現
わ
れ
る
。
ま
た
「
孔
子
」
へ
の
言
及
も
、「
比
干

見
刳
、
孔
子
拘
匡
」
と
あ
る
。
但
し
、
故
事
の
引
用
は
こ
の
句
の
み

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
成
相
」
の
よ
う
に
「
聖
賢
の
故
事
の
列
挙
」

と
い
う
様
相
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
作
品
の
規
模
か
ら
し
て
、
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こ
れ
は
さ
ほ
ど
重
要
な
差
異
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、「
春

申
君
」
の
引
用
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、「
佹
詩
」
が
春
申
君
に

向
け
て
作
ら
れ
た
作
だ
と
す
れ
ば
か
え
っ
て
理
解
の
及
ぶ
事
象
で
あ

る
。
送
る
相
手
を
名
指
し
し
て
は
直
截
な
批
判
に
直
結
し
、
更
な
る

危
険
を
招
く
。
そ
の
た
め
言
及
を
避
け
た
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
春
申

君
に
関
わ
る
表
現
を
欠
い
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。朱
熹
採
用
の
説
は
、

そ
の
点
に
お
い
て
も
一
応
筋
が
通
る
。

　

こ
の
他
に
、「
佹
詩
」
独
自
の
「
屈
原
賦
」
と
の
形
式
上
・
発
想

上
の
共
通
点
も
ま
た
見
出
せ
る
。
第
一
に
、
形
式
上
の
共
通
点
に
つ

い
て
言
及
す
る
。

　
「
佹
詩
」
に
は
、
最
後
段
に
「
小
歌
」
な
る
段
が
設
け
ら
れ
る
。

次
に
引
用
す
る
。

其
小
歌
曰
、

其
れ
小
歌
し
て
曰
は
く）
11
（

、

念
彼
遠
方
、
何
其
塞
矣
。


彼
の
遠
方
を
念
ふ
に
、
何
ぞ
其
れ

塞
が
れ
る
。

仁
人
詘
約
、
暴
人
衍
矣
。



仁
人
は
詘く
つ

約や
く

し
、
暴
人
は
衍お
ほ

し
。

忠
臣
危
殆
、
讒
人
服
矣
。

忠
臣
は
危
殆
に
し
て
、讒
人
服
す
。

琁
玉
瑶
珠
、
不
知
佩
也
。

琁
玉
瑶
珠
は
、佩
ぶ
る
を
知
ら
ず
。

雜
布
與
錦
、
不
知
異
也
。



布
と
錦
と
を
雜
へ
て
、
異わ
か

つ
を
知

ら
ず
。

閭
娵
子
奢
、
莫
之
媒
也
。



閭
娵
・
子
奢
に
は
、
之
に
媒
す
る

莫
し
。

嫫嫫
母
刁
父
、
是
之
喜
也
。



嫫嫫
母
・
刁
父
に
は
、
是
を
之
れ
喜

ぶ
。

以
盲
為
明
、
以
聾
為
聰
。



盲
を
以
て
明
と
為
し
、
聾
を
以
て

聰
と
為
す
。

以
危
為
安
、
以
吉
為
凶
。



危
を
以
て
安
と
為
し
、
吉
を
以
て

凶
と
為
す
。

嗚
呼
上
天
、
曷
維
其
同
。



嗚
呼
上
天
、
曷
ぞ
維
れ
其
れ
同
ぜ

ん
。

　
「
小
歌
」
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
「
九
章
亦
有
小
歌
。
此
即
反
詞
也
」

と
注
す
る
。「
九
章
」
と
は
、厳
密
に
言
え
ば
「
九
章
」
の
う
ち
の
「
抽

思
」
篇
で
あ
る
。
次
に
、「
抽
思
」
篇
「
少
歌
」
を
挙
げ
て
お
く
。

少
歌
曰
、

　

少
歌
に
曰
は
く
、

與
美
人
抽
思
兮
、
并
日
夜
而
無
正
。

　

美
人
と
與
に
思
ひ
を
抽
く
も
、

　

日
夜
を
并
せ
て
正
す
無
し
。

憍
吾
以
其
美
好
兮
、
敖
朕
辭
而
不
聽）
11
（

。



「
孫
卿
賦
」
初
探
：「
屈
原
賦
」
と
の
関
連
を
手
掛
か
り
に

四
五

　

吾
に
憍
る
に
其
の
美
好
を
以
て
し
、

　

朕
が
辭
に
敖
り
て
聽
か
ず
。



（
後
略
）

　
「
抽
思
」
は
「
小
歌
（「
九
章
」
で
は
「
少
歌
」
に
作
る
）」
の
他

に
「
亂
」「
倡
（
唱
）」
を
設
け
る
作
で
あ
り
、「
屈
原
賦
」
の
中
で

も
表
現
上
の
変
化
に
富
む
作
で
あ
る
。
洪
興
祖
は
、
次
の
よ
う
に
注

す
る
。小

唫
謳
謡
以
樂
志
也
。
少
、
一
作
小
。

補
曰
、
少
、
矢
照
切
。
荀
子
曰
、
其
小
歌
也
。
注
云
、
此
下
一

章
即
其
反
辭
。揔
二
論
前
意
一
、反
覆
說
レ
之
也
。此
章
有
二
少
歌
一
、

有
レ
倡
、
有
レ
亂
。
少
歌
之
不
レ
足
、
則
又
發
二
其
意
一
而
爲
レ
倡
。

獨
倡
而
無
二
與
和
一
也
。
則
揔
二
理
一
賦
一
之
終
、
以
爲
二
亂
辭
一

云
爾）
11
（

。

　

洪
興
祖
の
説
に
よ
れ
ば
、「
小
（
少
）
歌
」
は
、「
離
騒
」
の
「
亂

辭
」
と
同
様
に
「
揔
理
一
賦
之
終
」
す
る
役
割
を
持
つ
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
作
品
の
最
後
部
に
全
体
の
総
括
の
段
を
置
く
こ
と
で
、「
風

時
君
」
の
効
果
を
強
め
る
効
果
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
「
佹

詩
」
の
直
前
に
は
「
與
愚
亦
疑
、
願
聞
反
辭
」
と
あ
る
が
、「
佹
詩
」

が
「
風
時
君
」
と
い
う
意
図
の
下
に
作
ら
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ

う
し
た
表
現
が
成
さ
れ
た
点
も
筋
が
通
る
。

　

ま
た
、「
佹
詩
」
に
は
「
屈
原
賦
」
に
共
通
す
る
比
喩
表
現
の
多

用
が
認
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、「
賢
能
」
の
美
称
と
し
て
用
い

ら
れ
る
「
玉
」「
鳳
皇
」
と
い
っ
た
表
現
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、「
佹
詩
」
も
「
成
相
」
と
同
様
に
、「
風
時

君
」
す
べ
く
「
屈
原
賦
」
に
共
通
す
る
内
容
を
用
い
て
作
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、「
佹
詩
」
の
特
質
と
そ
れ
を
支
え
た
発
想
上
の
背
景

に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　

最
後
に
、「
賦
篇
」
採
録
の
賦
五
篇
（
本
稿
で
は
、便
宜
上
「
五
賦
」

と
し
て
お
く
）
の
特
質
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

「
賦
篇
」
採
録
の
「
五
賦
」
の
特
質

　

五
賦
の
主
題
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
構
成
及
び
大
旨
に
つ
い
て

は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
で
は
、第
一
の
賦
で
あ
る
「
禮
」

を
取
り
上
げ
る
。

爰
有
大
物
、

　

爰
に
大
物
有
り
、



四
六

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
五
輯

非
絲
非
帛
、
文
理
成
章
。

　

絲
に
非
ず
帛
に
非
ざ
る
も
、
文
理
章
を
成
す
。

非
日
非
月
、
爲
天
下
明
。

　

日
に
非
ず
月
に
非
ざ
る
も
、
天
下
の
明
と
爲
る
。

生
者
以
壽
、
死
者
以
葬
、

　

生
者
は
以
て
壽こ
と
ほぎ

、
死
者
は
以
て
葬
り
、

城
郭
以
固
、
三
軍
以
强
。

　

城
郭
は
以
て
固
ま
り
、
三
軍
以
て
强
し
。

粹
而
王
、
駁
而
伯
、
一
無
焉
而
亡
。

　

粹
に
し
て
王
、
駁
に
し
て
伯
、
一
無
く
し
て
亡
ぶ
。

臣
愚
不
識
、
敢
請
之
王
。

　

臣
愚
に
し
て
識
ら
ず
、
敢
て
之
を
王
に
請
ふ
。

王
曰
、

　

王
曰
は
く
、

此
夫
文
而
不
采
者
與
。

　

此
れ
夫
れ
文
に
し
て
采
ら
ざ
る
者
か
。

𥳑𥳑
然
易
知
而
致
有
理
者
與
。

　

𥳑𥳑
然
と
し
て
知
り
易
く
し
て
致き
は

め
て
理
有
る
者
か
。

君
子
所
敬
而
小
人
所
不
者
與
。

　

君
子
の
敬
す
る
所
に
し
て
小
人
の
不し
か
せざ
る
者
か
。

性
不
得
則
若
禽
獸
、

　

性
得
ざ
れ
ば
則
ち
禽
獸
の
若
く
、

性
得
之
則
甚
雅
似
者
與
。

　

性
之
を
得
れ
ば
則
ち
甚
だ
雅
似
な
る
者
か
。

匹
夫
隆
之
則
爲
聖
人
、

　

匹
夫
之
を
隆
べ
ば
則
ち
聖
人
と
爲
り
、

諸
侯
隆
之
則
一
四
海
者
與
。

　

諸
侯
之
を
隆
べ
ば
則
ち
四
海
を
一
に
す
る
者
か
。

致
明
而
約
、
甚
順
而
體
、

　

致
め
て
明
に
し
て
約
、
甚
だ
順
に
し
て
體
な
り
、

請
歸
之
禮
。

　

請
ふ
之
を
禮
に
歸
せ
ん
。

禮
。

　

禮
。

　

右
の
通
り
、
各
「
賦
」
は
臣
下
の
問
に
王
が
答
え
る
と
い
う
一
種

の
問
答
体
が
用
い
ら
れ
る
。

　
『
文
心
雕
龍
』
に
、「
孫
卿
賦
」
に
対
す
る
言
説
が
見
ら
れ
る
。
次

に
示
す
。

　
『
文
心
雕
龍
輯
注
』
巻
二
「
詮
賦
第
八
」



「
孫
卿
賦
」
初
探
：「
屈
原
賦
」
と
の
関
連
を
手
掛
か
り
に

四
七

詩
有
二
六
義
一
、其
二
曰
賦
。
…
…
然
賦
也
者
、受
二
命
於
詩
人
一
、

拓
二
宇
於
楚
辭
一
也
。
於
レ
是
荀
况
禮
智
、
宋
玉
風
釣
、
爰
錫
二

名
號
一
、
與
レ
詩
畫
レ
境
。
…
…
夫
荀
結
二
隱
語
一
、
事
數
自
環
、

宋
二
發
巧
談
一
、
實
始
淫
麗
、
枚
乗
免
園
。（
後
略）
11
（

）

　
『
文
心
雕
龍
』
で
は
こ
の
問
答
体
を
「
隱
語
」
と
称
す
る
。「
隱
語
」

に
つ
い
て
は
既
に
先
行
研
究
が
あ
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た

い）
11
（

。

　

こ
の
問
答
体
を
「
屈
原
賦
」
と
の
関
連
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る

と
、
楚
辭
に
お
け
る
問
答
体
と
言
え
ば
、
主
に
「
卜
居
」「
漁
父
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
掲
「
禮
賦
」
に
お
け
る
王
の
回
答
「
賦
此
夫
文

而
不
采
者
與
」「
𥳑𥳑
然
易
知
而
致
有
理
者
與
」
等
か
ら
は
、「
Ａ
而
Ｂ

者
與
」
と
い
う
句
型
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、「
卜
居
」
の
「
Ａ

將
Ｂ
」
と
全
く
同
様
の
連
問
形
式
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｂ
に
置
か
れ
る

主
張
が
本
意
あ
る
い
は
真
実
で
あ
る
点
も
、「
卜
居
」
と
共
通
す
る
。

ま
た
問
い
の
結
果
と
し
て
、「
卜
居
」
で
は
屈
原
の
主
張
に
反
駁
が

成
さ
れ
な
い
ま
ま
終
わ
る
。「
賦
」
に
お
い
て
も
、
王
の
答
え
は
正

当
で
あ
り
、
臣
下
か
ら
の
反
駁
も
無
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
五
賦
」
に
も
ま
た
、「
屈
原
賦
」
と
の
内
容
的
な

類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
前
項
ま
で
述
べ
て
き
た
「「
讒
人
」
に
よ
る
「
賢
能
」

の
不
遇
」
や
「
君
が
「
賢
能
」
の
「
諫
」
を
拒
む
」
と
い
っ
た
内
容

的
要
素
は
認
め
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
「
孫
卿
賦
」
に
は
、「
成
相
」

や
「
佹
詩
」
ほ
ど
に
は
「
風
時
君
」
と
い
う
態
度
が
表
出
し
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
、「
詩
賦
略
」
に
お
い
て
類
を
異
に
し
、『
楚
辭
後
語
』

に
も
採
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、安
部
氏
が「
孫

卿
賦
」
が
『
後
語
』
に
採
ら
れ
な
い
理
由
に
つ
い
て
「
楚
賦
の
系
列

に
置
く
に
は
そ
の
形
式
が
余
り
変
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
ら
う
」
三
〇

と
言
わ
れ
た
の
も
理
解
出
来
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
孫
卿
に
よ
る
韻
文
作
品
に
つ
い
て
「
屈
原
賦
」
と
の

関
連
を
探
り
つ
つ
検
討
し
た
。
次
項
で
は
、本
稿
の
検
討
を
ま
と
め
、

結
論
と
す
る
。

結
論
と
今
後
の
展
望

　

今
回
は
、孫
卿
に
よ
る
韻
文
と
さ
れ
る
「
成
相
」「
佹
詩
」「
五
賦
」

の
特
質
に
つ
い
て
、「
屈
原
賦
」
と
の
関
連
を
手
掛
り
に
検
討
を
行
っ

た
。

　

検
討
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
形
式
上
及
び
内
容
上
の
二
視
点
か

ら
各
作
品
の
特
質
を
整
理
し
た
。
ま
た
本
稿
の
問
題
設
定
上
の
観
点

か
ら
、検
討
に
は
『
楚
辭
後
語
』
に
見
え
る
言
説
を
中
心
に
用
い
た
。

検
討
の
結
果
、
孫
卿
に
よ
る
韻
文
作
品
は
み
な
そ
の
内
容
上
に
お
い
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て
「
屈
原
賦
」
に
共
通
す
る
特
質
を
持
つ
と
わ
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

朱
熹
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
風
時
君
」
と
い
う
大
旨
で
あ
る
。
孫
卿

は
「
風
時
君
」
す
た
め
に
、
種
々
の
「
屈
原
賦
」
と
類
似
す
る
表
現

を
用
い
た
が
、
と
り
わ
け
「
成
相
」
及
び
「
佹
詩
」
に
お
い
て
そ
の

傾
向
は
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、『
楚
辭
後
語
』
に
も
こ

の
二
作
が
採
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
結
論
を
得
た
。

　

本
稿
に
お
け
る
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
先
行
研
究
に

お
い
て
未
だ
総
括
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
「
孫
卿
賦
」
全
体
の
様
相

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
稿
の
言
及
範
囲
は
ご

く
基
本
的
な
事
項
の
指
摘
に
留
ま
っ
た
。

　

筆
者
は
、「
屈
原
賦
」
と
「
孫
卿
賦
」
に
通
底
す
る
「
発
想
上
の
型
」

（
現
段
階
で
は
、
古
代
中
国
の
韻
文
表
現
に
お
い
て
存
在
し
た
で
あ

ろ
う
「
表
現
す
る
内
容
と
様
式
と
の
強
固
な
結
び
つ
き
に
よ
り
、
独

自
の
効
果
を
生
む
」
と
い
う
共
通
理
解
と
仮
定
す
る
）
が
存
在
す
る

と
推
測
し
て
い
る
が
、
今
回
は
そ
う
し
た
段
階
の
考
察
ま
で
至
ら
な

か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）　
『
漢
書
』
二
十
四
史
點
校
本
、
中
華
書
局　

一
九
七
〇
年　

一
七
五
六
頁

一
行
─
三
行
。
以
下
『
漢
書
』
の
引
用
は
同
書
に
従
う
。

（
２
）　
『
國
學
院
雜
誌
』
第
五
十
七
巻
第
二
号　

四
十
八
─
五
十
二
頁
、
國
學
院

大
學
綜
合
企
画
部
、
一
九
五
六
年
五
月

（
３
）　

氏
は
、「
賦
篇
」
及
び
「
成
相
篇
」
の
様
相
に
つ
い
て
、
諸
家
の
説
を
引

用
の
上
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
。「
反
辞
を
有
す
る
佹
詩
も
、
楚
辞
と
同
様
に

民
間
文
学
を
裏
附
け
に
し
て
ゐ
る
新
形
式
の
文
学
と
見
る
べ
き
で
は
あ
る

ま
い
か
」（
同
五
一
頁
下
段
十
九
─
二
十
行
）「
荀
子
は
文
才
が
豊
か
で
、

…
…
技
巧
と
か
表
現
と
か
い
ふ
方
面
に
於
い
て
も
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る

が
、
儒
学
者
と
し
て
の
立
場
が
あ
ま
り
際
立
ち
す
ぎ
て
、
そ
の
内
容
は
殆

ど
儒
学
思
想
を
丸
出
し
に
し
て
い
る
」（
同
五
二
頁
上
段
一
─
四
行
）
な
ど
、

種
々
の
示
唆
的
な
指
摘
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
指
摘
に
対

す
る
詳
細
な
考
証
が
成
さ
れ
て
い
な
い
の
が
悔
や
ま
れ
る
。

（
４
）　

赵赵
逵
夫
「《
荀
子
・
赋赋
篇
》
包
括
荀
卿
不
同
时时
期
两
篇
作
品
考
」『
贵贵
州

社
会
科
学
』
三
二
─
三
九
頁
、
一
九
八
八
年
四
月

（
５
）　

马马
世
年
「《
荀
子
・
赋赋
篇
》
体
制
新
探
―
―
兼
及
其
赋赋
学
史
意
义义
」『
文

学
遗
产
遗
产
』
二
三
─
三
一
頁
、
二
〇
〇
九
年
四
月
「
賦
篇
」
所
収
の
各
作
品

に
対
し
、
問
答
体
を
用
い
る
点
か
ら
、
荀
子
一
人
の
作
で
は
な
い
と
す
る
。

そ
の
上
で
、
漢
代
辞
賦
に
お
い
て
同
様
の
形
式
が
認
め
ら
れ
る
と
指
摘
す

る
。
张张
小
平
「
荀
子
《
赋赋
篇
》
的
真
伪
问
题

伪
问
题
及
研
究
」『
江
淮
论
坛
论
坛
』
九
五

─
百
二
頁
、
一
九
九
六
年
六
月
「
賦
篇
」
の
偽
作
説
に
関
す
る
検
討
。

（
６
）　

春
风风
文
艺艺
出
版
社
出
版
、
一
九
八
六
年
。

（
７
）　
『
中
国
文
化
研
究
』
二
〇
一
一
年
二
月
、
三
九
─
四
六
頁

（
８
）　
『
荀
子
集
解
』（
新
編
諸
子
集
成　

王
先
謙
撰　

中
華
書
局　

二
〇
一
〇



「
孫
卿
賦
」
初
探
：「
屈
原
賦
」
と
の
関
連
を
手
掛
か
り
に

四
九

年
）
四
七
二
頁
七
行
─
八
行
。
以
下
『
荀
子
』
の
引
用
は
同
書
に
従
う
。

（
９
）　
『
漢
書
』
一
七
五
〇
頁
十
行
。

（
10
）　
『
漢
書
』
一
七
四
七
頁
二
行
─
一
七
五
三
頁
八
行
撮
要

（
11
）　
『
楚
辭
集
注
』（
楚
辭
要
籍
叢
刊　

黄
靈
庚
點
校
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
五
年
）
所
収
、
二
六
七
頁
三
─
九
行

（
1（
）　

同
右
二
六
五
頁
七
─
九
行

（
1（
）　

晃
補
之
撰
「
續
楚
辭
」「
變
離
騒
」
の
二
書
を
指
す
。
朱
熹
は
こ
の
二
書

に
基
づ
き
、『
楚
辭
後
語
』
を
編
纂
し
た
。

（
1（
）　
『
楚
辭
集
注
』
所
収
、
二
五
八
頁
八
─
十
行

（
1（
）　
『
荀
子
集
解
』
四
五
五
頁
一
行
─
三
行

（
16
）　
『
荀
子
集
解
』
四
五
五
頁
四
─
七
行

（
17
）　
『
楚
辭
後
語
』
採
録
の
全
五
十
二
篇
を
通
覧
す
る
と
、
他
に
「
兮
」
を
用

い
な
い
作
は
漢
高
帝
「
鴻
鵠
歌
」・
陶
潜
淵
明
「
帰
去
来
辭
」・
韓
愈
「
別

知
賦
」「
弔
田
横
文
」・
柳
宗
元
「
乞
巧
文
」・
王
文
公
安
石
「
書
山
石
辭
」「
寄

蔡
氏
女
」
の
七
篇
あ
り
、「
成
相
」
と
「
佹
詩
」
を
加
え
る
と
凡
て
九
篇
と

な
る
。
す
な
わ
ち
、
少
な
く
と
も
、「
成
相
」
と
「
佹
詩
」
の
み
が
例
外
と

い
う
訳
で
は
な
い
。
ま
た
『
楚
辭
後
語
』
序
に
、「
鼂
氏
之
為
此
書
、
固
主

於
辭
而
亦
不
得
不
兼
於
義
。
今
因
其
舊
、
則
其
考
於
辭
也
宜
益
精
、
而
擇

於
義
也
當
益
嚴
矣
。
此
余
之
所
以
兢
兢
而
不
得
不
致
其
謹
也
」
と
あ
り
、

朱
熹
が
『
楚
辭
後
語
』
収
録
作
の
選
定
に
対
し
厳
正
な
判
断
に
努
め
た
旨

看
取
出
来
る
。『
楚
辭
集
注
』
提
要
に
お
い
て
も
「
晁
氏
續
離
騷
凡
二
十
卷
・

變
楚
辭
亦
二
十
卷
、
後
語
删删
爲
六
卷
。
去
取
特
嚴
」
と
の
評
価
が
あ
る
。

（
18
）　
『
楚
辭
集
注
』（
楚
辭
要
籍
叢
刊　

黄
靈
庚
點
校
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
五
年
）
所
収
、
二
六
八
─
二
六
九
頁
。
以
下
、「
成
相
」
の
出
典
は

す
べ
て
本
書
に
拠
る
。

（
19
）　

関
洋
紙
店
印
刷
所　

一
九
六
三
年

（
（0
）　
「
世
之
愚
、
惡
二
大
儒
一
、
逆
レ
斥
不
レ
通
二
孔
子
拘
一
。
展
禽
三
絀
、
春
申

道
レ
綴
基
畢
レ
輸
」。「
屈
原
賦
」
に
お
け
る
「
孔
子
」
の
不
出
は
改
め
て
述

べ
る
ま
で
も
な
い
。『
楚
辭
後
語
』
収
録
作
に
広
げ
て
み
て
も
、
荀
子
の
二

作
を
除
け
ば
東
方
朔
「
七
諫
」（「
孔
子
過
之
以
自
得
」）
の
み
で
あ
る
。

（
（1
）　
『
楚
辭
集
注
』（
楚
辭
要
籍
叢
刊　

黄
靈
庚
點
校
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
五
年
）
所
収
、
二
七
八
頁
九
行
─
二
八
〇
頁
一
行

（
（（
）　
『
戰
國
策
校
注
』（
叢
書
集
成
初
編　

中
華
書
局　

一
九
九
一
年
）
巻
五

「
楚
」。

（
（（
）　
『
尚
史
』
巻
八
十
六　

繫
六
「
諸
子
傳
」。

（
（（
）　

い
ま
『
戰
國
策
』
所
収
の
文
を
挙
げ
て
お
く
。

　
　
　
（
因
為
賦
曰
、）
寳
珍
隋
珠
、
不
知
佩
兮
。
䄓䄓
衣
與
絲
、
不
知
異
兮
。
閭

姝
子
奢
、
莫
知
媒
兮
。
嫫嫫
母
求
之
、
又
甚
喜
之
兮
。
以
瞽
為
明
、
以
聾
為
聰
。

以
是
為
非
、
以
吉
為
凶
。
嗚
呼
上
天
、
曷
惟
其
同
。
詩
曰
、
上
天
甚
神
、

無
自
瘵
也
。

　
　
　
「
因
為
賦
曰
」
以
降
の
四
字
句
の
韻
文
は
、「
佹
詩
」
の
「
小
歌
」
の
一

部
分
が
引
か
れ
る
。
ま
た
「
兮
」
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
が
、「
佹
詩
」
に



五
〇

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
五
輯

お
い
て
は
「
也
」
に
作
る
。
ま
た
『
詩
經
』
の
引
用
が
最
後
部
に
置
か
れ
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
本
稿
に
て
言
及
す
る
『
荀
子
』
所
収
の
韻
文
作
品
と

は
大
き
く
異
な
る
要
素
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
文
は
現
行
本
『
荀
子
』
に

採
録
が
な
い
た
め
、
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。

（
（（
）　
『
荀
子
集
解
』
は
「
曰
」
を
「
也
」
に
作
る
が
、こ
こ
で
は
『
楚
辭
後
語
』

を
採
る
。

（
（6
）　
『
楚
辭
集
注
』（
楚
辭
要
籍
叢
刊　

黄
靈
庚
點
校
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
五
年
）
一
〇
九
頁
九
行

（
（7
）　
『
楚
辭
補
注
』（
楚
辭
要
籍
叢
刊　

黄
靈
庚
點
校
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
五
年
）
二
一
二
頁
二
行
─
四
行

（
（8
）　
『
文
心
雕
龍
校
注
』（
中
國
學
術
名
著
）
世
界
書
局　

一
九
六
六
年

（
（9
）　

包
遵
信
「
浅
谈谈
《
荀
子
・
赋赋
篇
》」（『
文
史
哲
』
一
九
七
八
年　

六
八
─

七
三
頁
）、
卢卢
光
霞
「
论论
《
荀
子
・
赋赋
篇
》
在
赋赋
史
上
的
地
位
」（『
承
德
师师

专专
学
报报
』
一
九
八
六
年
五
十
九
─
六
十
二
頁
）
な
ど

（
（0
）　

前
出
「
荀
子
の
賦
に
就
い
て
」
五
十
頁
下
段
四
─
五
行

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
荀
子
、「
賦
篇
」、「
成
相
篇
」、「
孫
卿
賦
」、
楚
辭


